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第六節 電気蓄熱暖房器 

1. 適用範囲 

本計算方法は、電気蓄熱暖房器のエネルギー消費量及び最大出力の計算について適用する。 

2. 引用規格 

なし 

3. 用語の定義 

第一章の定義を適用する。 

4. 記号及び単位 

4.1 記号 

本計算で用いる記号及び単位は表 1 による。 

表 1 記号及び単位 

記号 意味 単位 

 ு 暖冷房区画の床面積 m2ܣ

݁௧ௗ,ு 蓄熱効率 － 

 ா,ு 消費電力量 kWh/hܧ

 ு ガス消費量 MJ/h,ீܧ

 ,ு 灯油消費量 MJ/hܧ

 ெ,ு その他の燃料による一次エネルギー消費量 MJ/hܧ

 ,ு 単位面積当たりの必要暖房能力 W/m2ݍ

 ௧ௗ,ு 定格暖房能力 Wݍ

ܳ௫,ு 最大暖房出力 MJ/h 

்ܳ,ு 処理暖房負荷 MJ/h 

4.2 添え字 

本計算で用いる添え字は表 2 による。 

表 2 添え字 

添え字 意味 

݀ 日付 

 時刻 ݐ
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5. 暖房最大出力 

日付݀の時刻ݐにおける 1 時間当たりの最大暖房出力ܳ௫,ு,ௗ,௧は式(1)により算出される。 

ܳ௫,ு,ௗ,௧ ൌ ௧ௗ,ுݍ ൈ 3600 ൈ 10ି (1) 

ここで、 

ܳ௫,ு,ௗ,௧ ：日付݀の時刻ݐにおける 1 時間当たりの最大暖房出力（MJ/h） 

 ௧ௗ,ு ：定格暖房能力（W）ݍ

である。 

定格暖房能力ݍ௧ௗ,ுは、付録 A によるものとする。 

6. 暖房エネルギー消費量 

6.1 消費電力量 

日付݀の時刻ݐにおける１時間当たりの消費電力量ܧா,ு,ௗ,௧は、式(2)により算出されるものとする。 

ா,ு,ௗ,௧ܧ ൌ ்ܳ,ு,ௗ,௧ ൈ
1

݁௧ௗ,ு
ൈ 10ଷ ൊ 3600 (2) 

ここで、 

 における１時間当たりの消費電力量（kWh/h）ݐா,ு,ௗ,௧ ：日付݀の時刻ܧ

்ܳ,ு,ௗ,௧ ：日付݀の時刻ݐにおける１時間当たりの処理暖房負荷（MJ/h） 

݁௧ௗ,ு ：蓄熱効率 

である。 

蓄熱効率݁௧ௗ,ுは付録 A によるものとする。 

6.2 ガス消費量 

日付݀の時刻ݐにおける１時間当たりのガス消費量ீܧ,ு,ௗ,௧は0とする。 

6.3 灯油消費量 

日付݀の時刻ݐにおける１時間当たりの灯油消費量ܧ,ு,ௗ,௧は0とする。 

6.4 その他の燃料による一次エネルギー消費量 

日付݀の時刻ݐにおける１時間当たりのその他の燃料による一次エネルギー消費量ܧெ,ு,ௗ,௧は0とする。 
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付録 A 機器の性能を表す仕様の決定方法 

本付録では、電気蓄熱暖房器により暖冷房される暖冷房区画の床面積等から機器の性能を表す仕様を決

定する方法を示す。本文中における定格暖房能力及び蓄熱効率については、当該住戸に設置される電気蓄

熱暖房器の値を用いるのではなく、本付録により求まる値を使用するものとする。 

A.1 記号及び単位 

本計算で用いる記号及び単位は表 A.1 による。 

表 A.1 記号及び単位 

記号 意味 単位 

 ு 暖冷房区画の床面積 m2ܣ

݁௧ௗ,ு 蓄熱効率 － 

்݂ 外気温度能力補正係数 － 

݂ூ 間歇運転能力補正係数 － 

 ,ு 単位面積当たりの必要暖房能力 W/m2ݍ

 ௧ௗ,ு 定格暖房能力 Wݍ

A.2 定格暖房能力 

定格暖房能力ݍ௧ௗ,ுは、式(1)により表される。 

௧ௗ,ுݍ ൌ ,ுݍ ൈ ுܣ ൈ ்݂ ൈ ݂ூ (1) 

ここで、 

 ௧ௗ,ு ：定格暖房能力（W）ݍ

 ,ு ：単位面積当たりの必要暖房能力（W/m2）ݍ

 ு ：電気蓄熱暖房器により暖房される暖冷房区画の床面積（m2）ܣ

்݂ ：外気温度能力補正係数 

݂ூ ：間歇運転能力補正係数 

である。 

単位面積当たりの必要暖房能力ݍ,ுは、地域の区分ごとに表 A.2 により定める。外気温度補正係数 ்݂

の値は1.05とする。間歇運転能力補正係数 ݂ூは、運転方法に依存し、表 A.3 の値とする。 

表 A.2 単位面積当たりの必要暖房能力（W/m2） 

地域の区分 

1 2 3 4 5 6 7 8 

139.3	 120.7	 111.3	 119.0	 126.6	 106.5	 112.9	 －	

 

表 A.3 間歇運転能力補正係数 

 主たる居室 その他の居室 

連続運転の場合 1.0	 1.0	

間歇運転の場合 3.034	 4.805	

A.3 蓄熱効率 

蓄熱効率݁௧ௗ,ுは0.850（85.0%）とする。 


